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第１回しまなみ海道周遊観光ワークショップ議事次第

■日 時：令和元年12月18日（水）14:00〜16:30

■場 所：JB本四高速尾道ビル ５階会議室

■議事次第：
1. 開会
2. 事務局挨拶
3. コーディネーター挨拶
4. 尾道市⻑挨拶
5. メンバー紹介
6. 議論
・「しまなみ海道周遊観光ワークショップ設置趣旨等について（資料１）」及び
「本日のワークショップにおける議論テーマについて（資料２）」

・テーマ１：「しまなみならではのサイクリングの楽しみ方の提案について（資料３）」
・テーマ２：「しまなみサイクリングの普及促進に向けての対応の方向性等について

（資料４）」
・今後に向けて等

7. その他
8. 閉会
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第１回しまなみ海道周遊観光ワークショップ配布資料

資料1 しまなみ海道周遊観光ワークショップ設置趣旨等について

資料2 本日のワークショップにおける議論テーマについて

資料3 議論テーマ1：しまなみならではのサイクリングの楽しみ方の提案について

資料4 議論テーマ2：しまなみサイクリングの普及促進に向けての対応の方向性等に
ついて

資料５ 第２回 しまなみ海道周遊観光ワークショップについて

参考資料 第１回しまなみ海道周遊観光ワークショップ資料集
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資料１しまなみ海道周遊観光ワークショップ設置趣旨等について

しまなみ海道地域の交流活性化等の観点から、サイクリングと様々な魅力ある観光
資源等を組み合わせた訴求力が高い観光コンテンツの形成等について、有識者・⺠間
事業者、DMO・観光協会等、行政機関、自治体、当社等の関係者が一堂に会して、
議論、施策提言を行うこと等を目的に設置

【設置趣旨】

・有識者・⺠間事業者
〈コーディネーター〉 地球の歩き方総合研究所 事務局⻑ 弓削 貴久氏

〈サブコーディネーター〉 The Hidden Japan 代表 山科 沙織氏

(五十音順)
門田 基志氏 （株）コイデル 代表取締役 プロサイクリスト
中⻄ 勇治氏 (株)IKIDANE 代表取締役
中山 裕章氏 ベラビスタスパ＆マリーナ尾道 次⻑
馬場 秀雄氏 Better Bicycle 店⻑
村上 あらし氏 (株)わっか 代表取締役
山本 優子氏 ＮＰＯ法人 シクロツーリズムしまなみ 代表理事

・DMO・観光協会等
(一社)せとうち観光推進機構、(株)瀬⼾内ブランドコーポレーション、(一社)四国ツーリズム創造機構、
(一社)広島県観光連盟、(一社)しまなみジャパン、(一社)尾道観光協会、（一社）因島観光協会、
(一社)愛媛県観光物産協会、(公社)今治地方観光協会

・行政機関
国土交通省中国地方整備局、国土交通省四国地方整備局、国土交通省中国運輸局、国土交通省四国運輸局

・自治体
広島県、尾道市、愛媛県、今治市、上島町

・事務局
本州四国連絡高速道路(株)

【構成員】
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本日のワークショップにおける議論テーマについて

 今年1月に、瀬⼾内はニューヨークタイムズの「2019年に行くべきデスティネーション

（５２エリア）」の７位にランクされたが、これに加え、今年11月には、しまなみ海道

が国土交通省より「ナショナルサイクルルート」に認定されたところである。これらに

より、今後は、外国人観光客も含め、数多くのサイクリストの来訪増が期待される。

 その一方で、平成30年の中国経済産業局の調査によると、しまなみ海道を訪れる日本人

観光客のサイクリング利用者の旅行消費額は、全国平均と比較して低く、観光を地域が

稼ぐ産業とするためには、更なる消費を促す取組みが必要との指摘がなされている。

 そうした中、しまなみ海道においては、自然・歴史・食・アート等の分野において数多

くの魅力的な観光資源が存在しており、例えば、サイクリングと、クルーズ、キャンプ

等との組み合わせにより、これらの資源の満足度を向上させる体験型コンテンツの開発

は、今後の地域経済活性化を図る上で重要な鍵を握るものと考えられる。

資料２

１
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 以上により、今回のワークショップでは以下の２つの議論テーマを設定した。

テーマ1：しまなみならではのサイクリングの楽しみ方の提案について

テーマ2：しまなみサイクリングの普及促進に向けての対応の方向性等について

 その際には、例えば、Ｅ-bikeの活用により、高齢者、女性の方々に気軽にサイクリング

を楽しんでいただくという点への留意が必要と考えられる。また、上述の調査によると、

サイクリングを利用する外国人観光客は、現地の人との交流や島々のひっそりとした町

並等、日本の文化を体験することを評価する意見が複数見られるとの指摘がなされてお

り、そういった点への留意も必要と考えられる。

２
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議論テーマ１：しまなみならではのサイクリングの楽しみ方の提案に
ついて

 門田構成員による提案

• 女性、アクティブシニアのE-bikeによる楽しみ方

• 女性、ファミリーの嗜好をとらえたクルーズ、釣り、カヌー、キャンプ等の体験コ
ンテンツを組み合わせた、上島町ゆめしま海道の楽しみ方

• ヨーロッパにおける様々なサイクリングの楽しみ方

 Better Bicyclesの馬場構成員による提案

• 女性の嗜好をとらえたサイクリング、クルーズ、アート・食等のモデルコース(尾道
〜向島〜百島)

 WAKKA村上構成員による提案

• サイクリングコースへのしまなみ海道塔頂体験、クルーズ等の組み込みによる非日常

体験の演出

• レンタサイクル返却、自転車運送等による「走りたい時にサイクリングを楽しむ」

ユーザーサポート

資料 3



・E-bikeの活用例（アクティブシニア）

しまなみ海道片道７０kmをサイクリングで気軽に楽しみたいユーザーに走行してもらうにはE-bikeが有効
なツール。走行中に自然眺望、様々な体験が可能に。

来島海峡大橋までの急勾配 生口島レモン谷 尾道到着 全行程所要時間 6時間
自転車走行時間 4時間

自動車教習所で事前安全講習 亀老山展望台までの急勾配 亀老山展望台からの自然眺望 完走して記念撮影

・E-bikeでしまなみ海道チャレンジ（女性）

構成員 コイデル提出資料

伯方島ソフトクリーム

資料３
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・上島町（愛媛県）
つり・キャンプ・シーカヤック・クルーズ等のアクティビティと組み合わせることによって、
女性・ファミリー等のサイクリストを誘客できる可能性がある。

キャンプ SUP つり

シーカヤック クルーズ

弓削島 ノスタルジックな白壁の家並み弓削大橋 生名橋

構成員 コイデル提出資料 資料３

瓦屋根はインバウ
ンドにも人気

２



ブタベストでは、ユーロヴェロという黒海から続くサイクリングルートとして多くの旅人が国をまたぎ旅を
している。ボーデン湖（スイス）では、２００kmの距離でドイツ、オーストリア、スイスと国境を越え通貨も

違う国でもサイクリングを楽しむということでサイクリストは県境や国境関係なく行きたいところに行って
いる。例えば広域に考えてしまなみ海道サイクリングをメインと考えて、来た人の旅に範囲はどこまでな
のか？

ブタベスト（ハンガリー）

ボーデン湖（スイス）

構成員 コイデル提出資料 資料３

ボーデン湖は、ドイツ、オーストリア、ス
イスの国境に位置する湖。アルプス地
方ではレマン湖についで第二の規模で、
面積は約536平方キロ

ユーロヴェロは、ヨーロッパ自転車連
盟の推奨する全欧自転車道路網。
ヨーロッパ全土を16の長距離ルート
で結ぶプロジェクト

出所：EuroVelo HP EuroVelo Schematic Diagram
URL：https://en.eurovelo.com/about-us （2019年12月12日閲覧）

ドイツとオーストリアの国境

オーストリアとスイスの国境

３



・インスブルック（オーストリア）

欧州の街中での自転車の活用事例。インスブルックは観光地でもあるし街中でも自転車が活用されてい
る。マナー意識が高い環境の人々がしまなみ海道にもやってくる。しまなみ海道でのマナー啓発体制は
十分か？

・コワゼレ湖（フランス）

小さなエリアでも走りやすく食を絡めることである一定数のサイクリストを誘客できる可能性がある。広い
エリアも良いけど、気に入ったエリアで楽しく過ごす。しまなみ海道ではどこか？

構成員 コイデル提出資料 資料３

サイクリストでも自転車を押して歩く
場合は歩行者

コワゼレ湖でとれた食材（マス）

４



・ドロミテ渓谷（イタリア）
普通の人なら走破できないがE-bikeなら誰でも雄大な景色を楽しみながらサイクリングが可能。
住民とサイクリストの間でのあいさつなど声かけが普通に行われており、リピーターに優しい。
また、自転車ならば、リフト等、他の交通手段に乗ることも可能。

構成員 コイデル提出資料 資料３

５



サイクリングのVTRで取り上げられたヨーロッパの位置図

構成員 コイデル提出資料 資料３

６



WAKKA シンガポールユーザー向け実施ツアー（塔頂体験）
馬島EVで上陸後
主塔基礎へ

塔頂体験記念撮影
瀬戸内海の多島美眺望

来島海峡大橋塔頂体験をドローンから撮影

構成員 わっか提出資料 資料３

１



WAKKA シンガポールユーザー向け実施ツアー（サイクリング＆クルーズ）

サンライズ糸山発
来島海峡大橋サイクリング 大三島橋サイクリング

翌日はゆめしま海道サイクリング後、弓
削から尾道へクルージング

弓削－尾道クルージングパーティー

構成員 わっか提出資料 資料３

２



WAKKAが提供する自転車運送サービスについて

広島空港IN

広島観光

フェリー

松山泊

自転車運送

マイバイク 運送イメージ レンタサイクル 運送イメージ

サイクリング

フェリー

自転車運送

〇ユーザーは広島空港からバス・フェリーで松山入り

〇自転車は、WAKKAが広島空港から松山に運送

〇ユーザーは尾道～瀬戸田間をサイクリング、
その後 フェリーで尾道へ移動

〇レンタサイクルは、WAKKAがレンタサイクル

ショップに返送

バス

構成員 わっか提出資料 資料３

© INCREMENT P CORP.
規約用途以外の利用を目的とした
地図データの無断複製を禁ずる

許諾番号

PL1702

© INCREMENT P CORP.
規約用途以外の利用を目的とした
地図データの無断複製を禁ずる

許諾番号

PL1702

３



WAKKA シンガポールユーザー向け実施サイクリングツアー

DAY1 広島空港IN
DAY５広島空港OUT

DAY1 広島泊

DAY2 宮島

DAY2 フェリー
（広島～松山）

DAY2 松山泊

DAY3 バス

DAY3,4 尾道泊

DAY4 船(尾道～瀬戸田)

DAY4 船(弓削島～尾道)

DAY4 船(因島～生名島)

DAY3 ワイン試飲

DAY3 ミカン狩り

DAY3 サイクリング（今
治～大三島）

DAY3 来島海峡大橋塔頂ツアー

DAY4 ゆめしま海道サイクリング

〇広島空港ー宮島ー松山ーしまなみ海道ー尾道ー広島空港のコース中、サイクリングは今治～大
三島、生口島～因島、ゆめしま海道の3箇所

〇それ以外は、バス・フェリー等を活用し、サイクリングはWAKKAが運送、サイクリング以外の
荷物もWAKKAが運送

DAY4 サイクリング（生口島～因島）

DAY1 バス

DAY５バス

DAY3 バス

構成員 わっか提出資料 資料３

© INCREMENT P CORP.
規約用途以外の利用を目的とした
地図データの無断複製を禁ずる

許諾番号

PL1702
４



© INCREMENT P CORP.
規約用途以外の利用を目的とした
地図データの無断複製を禁ずる

許諾番号

PL1702

盛・大久野
島
エリア

台・宮浦
エリア

多々羅・⽢崎
エリア

宗方エリア

構成員 わっか提出資料

WAKKA 大三島 SUP・シーカヤック ツアーエリア

５

資料３



渡船
5分

フェリー
3分

フェリー
12分

4.4km
20分

8.1km
35分

8.5km
35分

MOMOSHIMA
ARTBASE

フェリー
25分

百島しあわせパン
製作所

SUP体験

ミカン狩り

波ノ浦窯(備前焼)

シーカヤック

© INCREMENT P CORP.
規約用途以外の利用を目的とした
地図データの無断複製を禁ずる

許諾番号

PL1702

構成員 BETTER BICYCLES提出資料 資料３

尾道 11:00

向島[歌]12:00

浦崎 12:03

常石 13:20

福田 13:32
福田 15:39

尾道 16:04

百島
滞在２時間

○尾道～向島～百島において、女性の嗜好をとらえたサイクリング・クルーズ・アート・食等のモデルコー
スを設定。
○尾道港を11時出発、到着16時。サイクリングの所要時間も1.5時間で女性が気軽に楽しめる設定。

START

GOAL

１



MOMOSHIMA ARTBASE

百島しあわせパン製作所

カヤック体験

構成員 BETTER BICYCLES提出資料 資料３

百島におけるアート・食・マリンスポーツ等の体験型コンテンツ

SUP体験

提供：Rakuoli

提供：百島しあわせパン製作所
提供：百島カヤッククラブ ２



構成員 BETTER BICYCLES提出資料

MOMOSHIMA ARTBASE

五右衛門風呂の家

百島しあわせパン製作所

瀬戸内隠れ家リゾートCiela

百島西岸道路

未舗装路

百島東側道路

Rakuoli SUP SCHOOL

百島カヤッククラブ

福田港

資料３

© INCREMENT P CORP.
規約⽤途以外の利⽤を⽬的とした
地図データの無断複製を禁ずる

3



 各構成員による提案を踏まえたサイクリングモデルコース(案)

(1) しまなみ海道塔頂体験と島クルーズ、釣り、食等の体験コンテンツの組合せ

⇒例えば、来島海峡大橋、馬島等をフィールドとしたコース設定はどうか。

(2) しまなみ海道サイクリングを含む広域周遊コース

⇒例えば、

・ 広島空港−(フェリー)−松⼭−しまなみ海道−尾道−広島空港

(構成員WAKKAが、シンガポールユーザー向け実施)

・ 松⼭空港−松⼭市内ーしまなみ海道−尾道−周防⼤島−道後温泉ー松山空港

(台湾:富友旅行社有限公司が台湾ユーザー向け実施)

があるが、これ以外に魅力的な広域周遊コースはないか。例えば、高松空港、岡山空港
ＩＮ・ＯＵＴで組めないか。

(3) (1)(2)以外に、構成員コイデル提案の欧米の楽しみ方について、しまなみ海道において
マッチするエリアはどこか。また、E-bikeを活用した高齢者、女性向けの魅力的なモデ
ルコースはどこか。

資料 3



①

②

来島海峡大橋塔頂体験

Honshu-Shikoku Bridge Expressway Company Limited

③ 184mの塔頂から

尾
道
市
側

今
治
市
側

SAより車で塔基部に移動。

主塔の中のエレベータで
塔頂まで移動

①

②
③

塔内部

塔基部

④桁外面作業車乗車体験

④

資料 3

馬島



天寧寺

宝土寺

持光寺

西國寺

浄土寺

尾道市の夜の街歩き 資料 3構成員 尾道市提出資料
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 クルーズ等二次交通情報発信の脆弱性への対応について

• サイクリングからクルーズの乗り換え時間等が一覧できるシステムについて

⇒例えば、スタンプラリー等を活用した発信体制（スタンプラリーに、クルーズ

活用コース、時刻表等の一覧システムを組み込み）

 インバウンドも含めた効果的プロモーションの展開等について

• 発信力の高い国内向けモデルツアー、インバウンド向けファムトリップ等のプロ

モーション(欧米豪、台湾・香港等)等の企画について

• インバウンド向けへの魅力的かつ安全性が確保されたサイクリングルートの情報提

供について

• インバウンドに対するマナー啓発 等

議論テーマ２：しまなみサイクリングの普及促進に向けての対応の
方向性等について

資料４

 自治体による受け入れ戦略等について

• ナショナルサイクルルート認定等を受け、国内外からのサイクリング客等が、大幅

増の観点からの戦略について(今後のビジョン、受け入れ環境整備(ハード、ガイド

育成等のソフト面）、振興施策等)
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 ⺠間プロジェクトとの相乗効果を発揮させるサイクリングコンテンツの検討

• 瀬⼾⽥プロジェクト(インバウンド対応宿泊施設化、キャッシュレス等商店街活性化

等)、大三島における「サイクリング・アウトドア複合施設」プロジェクトとの相乗

効果を発揮させるサイクリングコンテンツの検討

⇒これらの地域におけるインバウンドの⻑期滞在につながる、サイクリング、

キャンプ、クルーズ、カヌー等を組み合わせた新たな体験コンテンツ等が検討

できないか

２



スタンプラリーの概要 資料４

○本四高速が、NTT西日本スマートコネクトが提供するスマートフォンアプリ「しまなみ海道」を活用して、
しまなみ海道及びその周辺エリアで実施するスタンプラリー。

○スマートフォンにおいてアプリダウンロード後に、スタンプラリーの参加コースを選択し、コース毎の
チェックポイントのスタンプを取得。しまなみ海道の観光情報の取得も可能。
○今年度より、JR西日本、JR四国とも連携したスタンプラリーイベントを実施。



○例えばサイクリストが、資料3の尾道～向島～百島のサイクリングコースを利用する場合、フェリー利
用は3カ所（尾道－向島は除く）。
○例えば、今後、当社が提供するスタンプラリーアプリ「しまなみ海道」とせとうちDMOが提供する「瀬
戸内Finder」と連携すれば以下の手順で航路発着時間の検索が可能に。

スタンプラリーアプリ「しまなみ海道」(案)
コース設定画面

（メニュー画面からも航路時刻表アクセス可）
瀬戸内Finder(Ferry Map&Time)

クルーズ等二次交通情報発信の脆弱性への対応について 資料４

向島－戸崎検索

地図上の をクリックすると右の時刻表画
面へ

①

②

①

③

クリックすると「瀬戸内Finder」
フェリーマップへ

１



クルーズ等二次交通情報発信の脆弱性への対応について 資料４

瀬戸内Finder(Ferry Map&Time)

尾道-広島空港 検索 検索結果常石-百島／ 百島-尾道 検索

下記の検索欄で発着地を入力し検索ボタ
ンをクリックすると右の経路検索結果画面
へ

② ③

２



１















提案
サイクリング・アウトドア複合施設を建築

施設の特徴：
１、自転車メーカーのFLAGSHIPを誘致、最新E-BIKE展示
２、施設屋内の外周を試乗できるようにする
３、自転車だけではなく、スノーピークやモンベルなどのアウトドアブランドを誘致
４、SUZUKIのジムニー、TOYOTAランクルなど自動車メーカー誘致
５、自転車だけでなく、キャンプや、パドルスポーツやフィッシング、マリンレ

ジャーなどしまなみ海道の自然を生かしたアウトドア全般を提案。
６、２F部分はすべて宿泊施設にする
７、せとうちのグルメが楽しめるフードコート
８、多々羅温泉復活（該当地の裏にある）

構成員 IKIDANE提出資料 資料 4

１



提案の背景
１、サイクリングとしての知名度は抜群。でもしまなみ海道にサイクリングを象徴する

ような施設が一つもない。逆に言うと自転車を象徴するコンテンツは橋以外に何が
あるのか？青いラインしかない。

２、アウトドアブームが年々高まる中、趣味の多様化も進んでいる。ユーザーはサイ
クリングだけでなく、自転車＋キャンプ、自転車＋登山、そして車はSUVが好き。
というようなペルソナを想定できる。こういったユーザーに対してアウトドア全般
を提案していく。

この施設の考え方として、
１、アウトドアを通じて、サイクリング以外のファミリー層の誘致、自転車以外の価値

を創出

２、象徴的な施設を先に作り、そこからマーケットを作るという考え方。
せとうちの各事業者が、いろいろなサービスを始めても観光客の増加にはつながら
ないし時間がかかる。
大事なのは国内外に対して強力なインパクトを与えるような象徴的な観光施設の創
出である。

構成員 IKIDANE提出資料 資料 4

２



© INCREMENT P CORP.
規約用途以外の利用を目的とした
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PL1702

構成員 IKIDANE提出資料 資料 4

３
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第２回 しまなみ海道周遊観光ワークショップについて

開催時期 :令和２年３⽉〜４⽉⽬処

場 所 : 今治市

議論テーマ :

①今回のご意見等を踏まえた訴求力が高いサイクリング関係の観光コン
テンツ等（案）

②来年度以降のワークショップの運営(案)

等について事務局より提示、議論等を予定

資料５
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